
工法の用途工法の用途SSTSST

SST 工法の特徴
SST 工法はコラム周辺の地盤を押し固めると共に
原地盤に強い反力（拘束力）を生じさせることによって
強い摩擦力を発生させ
高い支持力を得るコラム【摩擦反力】を築造する技術です

優環境
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高性能

高品質
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建築物の基礎補強

構造物
擁壁・間地ブロックの基礎補強

BOXカルバート

鉄塔・看板・水管橋等の基礎補強

プラント等の基礎

SST工法で築造されるコラム（摩擦反力杭）の最大支持力は　220kN/ 本

最大接地圧は 220kN/ ㎡ですので様々な分野に利用されています
SST工法の用途



災害対策
液状化対策

抑止杭による地滑り対策

河川堤防の補強

道路の補強

豊かな国日本は地震・台風・火山噴火・集中豪雨など
世界有数の災害国でもあります
その災害に SSTは挑戦しています

SSTの挑戦
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